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イ ネ グ ラ ッ シー ス タ ン トウ イ ル スの トビ イ ロウ ンカ 飼 育 系 統 に よ る 媒 介 率

岩崎 真人 ・中野 正明 ・新海 昭(九 州農業試験場)

Variation in the transmission rates of rice grassy stunt virus in various colonies of 

brown planthopper. Mabito IWASAKI, Masaaki NAKANO and Akira SHINKAI (Kyu

shu National Agricultural Experiment Station, Chikugo, Fukuoka 833)

A colony of Nilaparvata lugens, designated as K8, was formed by successive selection 

from infective and uninfective insects after four generations of acquisition feeding. 

Subsequent trasmission tests indicated 71% transmission for the selected infective insects, 

21% for the selected uninfective, and 43% for the nonselected original colony. Ten 

colonies of N. lugens, collected from different localities in Japan and in different years, 

were divided into two groups which were tested for transmission rates with two replicates 

using different virus source plants. The original K8 colony was used as the control in 

all tests. The transmission rates varied from 8% to 46% (K8 : 50%) and from 1% to 

19% (K8 : 21%) in the first and the second groups, respectively, which showed the least 

variations in the replicates of the same colony.

トビイロウンカの採集地及 び採集年月の異 な る飼育系

統 を用いて,イ ネグラ ッシースタン トウイルスの媒介 虫

率の比較を行 った。また,媒 介虫及び非媒介 虫の選抜 を

行い,ウ イルス親 和性の異な る系統の作出を試 みた。供

試虫を分譲 して頂 いた当場永田徹氏に感謝 の意 を表 する。

採集地,採 集年 月の異な る トビイロウン力

飼育系統の媒介虫率

試験方法:供 試 した トビイ ロウンカは,1978年8月 鹿

児島県川辺郡で採集 した当研究室継代飼育系統(以 下K8

と略す)及 び当場虫害第2研 究室で飼 育中の10系 統 であ

る。各飼育系統の2,3令 幼虫約150頭 を発病 した台 中

在来1号 に3日 間獲得吸汁 させ,10日 または12日 間健全

苗上 にて飼育後,雌 雄成虫50頭 ずつを用いて レイホウ幼

苗 に1頭 で2日 間接種吸汁 させた。接種苗 はガラス室 に

て バ ットに移植 し,約1か 月後に発病調査 を行 った。獲

得 吸汁,飼 育及 び接種吸汁は全て25C,16hr照 明の恒温

室 で行 った。試 験は1981年6～8月 に2回 に分 けて実施

し,各 飼育系統 とも2反 復 した。

結果及 び考察:試 験結果は第1,2表 に示 した。実 験

1,2と もに飼育系統間で媒介 虫率 に差異が認 められた。

実験1に おいては,K8(50%)及 び神奈川県秦野市1968

年採集系統(46%)の 媒介虫率 が高か ったの に対 して,

福 岡県筑後市1980年6月 採集系統(8%)は 低 く,他3

系統 はその中間的であった。実験2に おいて は,K8(21

00)及 び広 島県竹原市1978年9月 採集系統(19%)が 高

く,広 島県竹原市1979年9月 採集系統(1%)は 低 く,

他3系 統 は中間的であった。実験1及 び2を 比較 する と,

第1表 トビイロウンカ飼育系統の媒介

虫率(実 験1)

第2表 トビイ ロウンカ飼育系統 の媒介

虫率(実 験2)

両実験 に用いたK8の 媒介虫率 について 実験1は 実験2

の2倍 以上 であ り,他 の飼育系統 について も全体的 に同

様な傾 向であった。 しか し,各 飼育系統 の2反 復内での
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値 は近似 して おり,K8と 比 べる ことによって各系統 間

は比較で きると思 われ るが,採 集地 ・採集年 月 と媒介虫

率 の関係 について は不 明であった。な お,接 種吸汁 の途

中で死亡 した個 体が あったが,こ れ らの個体は除外 して

媒介虫率 を算出 した。実験2で は,飼 育系統 に よって は

約1/3の 個体が死亡 したが,こ れ ら死 亡虫を加 えて算出

して も媒介 虫率 はほ とんど変 らなか った。

IRRI1)の 報告 に よると,フ ィリピン の8地 点 の採集

次 世代虫 の媒介虫率 は3～50%で あった。 また,仙 北

ら3}も4飼 育系統 間で媒介虫率 に差を認めて いるが,今

回の結果 もこれ らの報告 と同 じ傾向であった。 トビイロ

ウンカの本 ウイルス親和性 は,地 域あ るいは飼育系統に

よって多少の差異があ るとみて よいであろ う。

媒介虫 ・非媒介虫の選 抜による親和性の異

な る トビイ ロウ ン力系統 の作出

本試験は1981年5月 ～1982年4月 に実施 し,獲 得吸 汁

源,飼 育温度,接 種吸汁 日数及 び供試水稲品種等は全て

前項 と同様であ る。 また,媒 介 虫選抜系統の産卵は本病

抵抗性のOryza nivara幼 苗上 にて行 った。

第1回 選抜(原 系統):原 系統(K8)の ふ化後2日 以

内の幼虫300頭 を用いて病 イネを2日 間獲得 吸汁 させ,

12日 間飼 育後210頭 の5令 幼虫 を接種 し,そ の後18Cで

個体飼育 した。接種後7～12日 の発病調査に よって媒介

が 認め られた54頭 の うち雌成虫25頭,雄 成虫12頭 が生存

し,こ れ らを集団 で飼育 ・産卵 させて後代を得 た(媒 介

虫選抜系統)。 残 りの生存虫 を9集 団に分 けて 飼育 ・産

卵 させ たが,そ の後の発病調査 によって媒介虫 を含んで

いた1集 団 を除 き,8集 団の後代 を合 わせて1集 団 とし

た(非 媒介虫選抜系統)。

第2回 選抜(第1世 代)=媒 介虫選抜系統 では,前 回

と同 じ処理 を行 った。208頭 を供 し媒介虫率 は33%で あ

った。雌成 虫19頭,雄 成虫26頭 を集団的に交配 させ次代

を得 た。非 媒介 虫選抜系統 では,1,2令 幼 虫を用いて

7日 問獲得吸 汁させ た。その後11日 問飼育 し,雌 成虫117

頭 を接 種吸汁に供 し,個 体 ごとに産卵 させた。幼虫のふ

化後 に発病調査 を行 った ところ,媒 介虫率 は27%で あっ

た。媒介 しなか った雌虫10頭 の次世代 を選抜 し,1集 団

とした。

第3回 選抜(第2世 代):両 選抜系統 ともに2,3令 幼

虫を用いて3日 間獲得吸汁 した。その後10日 間飼育 し,

雌雄704頭ずつ接種吸汁に供 した。選 抜は,前 述 したよう

に雌成 虫を個体別 に産卵 させて行 った。媒介虫率 は媒介

虫選抜系統56%,非 媒介虫選抜系統14%で あった。

第4回 選抜(第3世 代):媒 介虫選抜系統 では,第1

回選抜 と同様 に行 ったが,幼 虫の飼育 は7日 間 とした。

181頭 を供 し媒介虫率は60%で あった。媒介の認め られ

た雌虫24頭,雄 虫30頭 を用いて集 団交配 で次代 を得た。

非媒介虫選抜系統では,2,3令 幼虫 を用 いて7日 間獲

得吸汁後 に9日 間飼育 したが,羽 化前 に個体別に飼育 し

た。 接種後,雌 雄1頭 ずつ1組 に して産卵 させた。195

頭 を供 し媒介虫率は17%で あった。雌雄 ともに非 媒介虫

であ った43組 の後代 を1集 団 とした。

第4世 代:媒 介虫 ・非媒介 虫選抜系統及 び原系統 を同

一条件下,2反 復で前項 の実験1と 同様に して媒介虫率

を調べた。結果は,そ れぞれ71,21,43%と なった。

無選 抜後代:第2世 代の無選抜次 世代 と第4世 代の無

選 抜6世 代の両選抜系統の媒介虫率 を原系統 と比較 した。

第1図 媒介虫 ・非媒介虫選抜の媒介虫率に及ぼす影響

a,b,cは それぞれ同一期 日の試験で2反 復の平 均,他 は反復 なし
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試験方法は前項の実験1と 同 じである。媒介虫率は,第

2世 代の無選抜次世代 では媒介虫選抜系統52%,非 媒介

虫選 抜系統13%,原 系統29%で あった。第4世 代の無選

抜6世 代では10,2,8%と な り,全 体的 に媒介虫率は

低かった。

考 察:本 ウイルスの媒介虫率 は変動 しやす く,試 験

条件 も異 な るので各選抜効果の判定 は困難であ る。 しか

し,第2世 代の両選抜 系統の媒介虫率に差が あり,無 選

抜次世代において も両系統 ともに原系統 と明瞭な差異が

認 め られ るので,2回 の選抜 に よって親和性 に差異が生

じた もの と思われ る。その後 の選抜 の効果 は不明瞭であ

る。 また,6世 代無選抜で経 過す ると原系統 に近 くなっ

た と思 われたが,媒 介虫率が全体的に低 いため再検討が

必要 である。 このよ うな媒介 虫率 の低下の要因 は,こ の

実験の獲得 吸汁は3月 下旬で獲得吸汁源 に用いた病株が

夏季に用いた病株 と比べて 日照不足及 び低温下で生育 し

た影 響 と考え られ る。

LING2)は 原系統31%が4回 の媒介虫選抜に よって82

%に な り,選 抜を停止す ると徐々に原系統 に近 くな る こ

とを報告 してい るが,筆 者 らの結果 はこれ に類似 してい

る。
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